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巻頭言

小さな子どもが、「あれは何？これ何？」と

父親や母親にしつこく聞いたりする時期があ

ります。ひらがなを覚えた頃には、車から見

える看板を一生懸命読んだりする姿を見てお

られる方も多いと思います。本来子どもは、

興味関心のある事は知りたいし、わかりたい

という欲求を持っています。しかし、子ども

のその純粋な気持ちは、大人の対応によって

は、残念ながら無くなっていってしまうこと

もあります。親にしつこく質問すると、「お父

さん忙しいから、お母さんに聞きなさい」「お

母さん今手が離せないから後にしなさい」な

ど、子どもの知りたい、分かりたいという純

粋な気持ちが受け入れられないと、親には聞

かなくなるだけでなく、学ぶ意欲を無くして

しまいます。子どもが親に聞いてきた時こそ

チャンスで、十分に子どもと関わって、学ぶ

事の楽しさを伝えることが大切です。

私たち子どもに関わる大人が、子どもの学

ぶ意欲を引き出し、学ぶ意欲を大切にした指

導を心がけていきたいものです。

さて、今から１５年ほど前に、社会教育主

事講習に参加させていただいた事があります。

その時に、ある大学の先生からこんな話があ

りました。

「学校の先生は釣り堀の釣り、社会教育は

大海原の釣り」という話です。

「学校の先生は、教室に行けば子どもがいて、

評価や試験があるから、子どもは楽しくなく

ても我慢して授業を受けている。これは、そ

こに行けば魚がいて、餌が悪くても、針が多

少大きくても、それを食べる魚がいて、ある

程度の収穫があるのでそれで満足している。

まさに、釣り堀の釣りである。

その餌や、その針では食いつけない魚がい

ることなど考えなくてもいい。その点、地域

で開く講座などは、おもしろくなかったら二

度と来てもらえない。だから、「何を釣るのか」

「天候はどんな時がいいのか」「時間帯はいつ

がいいのか」「どんな餌を用意するのか」「糸

の太さは」「針の大きさは」「竿の太さは」、

こういったことを緻密に検討してかからない

と命取りになる。大海原の釣りである。

社会教育は、対象を誰にするのか、その人

たちに参加してもらうためには、いつの時間

帯がいいのか、その人たちはどんなことに興

味を持っているのか、どういった会場で行え

ばいいのか、宣伝の方法をどうしたらいいの

か、こういった事を的確に判断しないといけ

ない。しかも、まず開場に来てもらわないと、

楽しさも伝えようがない。」ということでした。

私たちは、子ども一人一人に即した授業を

しなくてはなりません。そのために、毎時間

の課題に対して、子どもがどんな反応をする

のかをイメージし、その反応にどんな手立て

を講じていくかを具体的にイメージしていく

ことが大切です。その時、一人一人の子ども

を理解していないとなかなかイメージとして

持つことができません。児童生徒理解に基づ

いた、一人一人に目を向けた授業を実践して

いきたいものです。
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ぬくもりのある学級をつくる児童の育成～質の高い自尊感情の育成を通して～

多治見市立養正小学校

１．主題設定の理由

（１）活動の様子から見た児童の実態

○仲間に呼び掛けるとともに、それに応えよ

うとすることができる。

●問題点を見つけたり改善しようとしたりす

る力が弱い。

（２）「自尊感情」から見た児童の実態

「自尊感情」は､self-esteem(心理学用語)か

ら訳された言葉で「自己肯定感」とも訳され

ています。本校では、【「自尊感情」：自分に

できること、また出来ないことを含めて自分

をかけがえのない存在として捉える気持ち。

「自己肯定感」：自分の良さを肯定的に認める

気持ち】と定義しています。

自尊感情調査から個々の児童の自尊感情の

傾向を把握しています。平成24年度調査の自

尊感情調査では、多治見市版自信力調査を使

用しました。1、6年生については多治見市の

平均を下回りましたが、2～5年生については、

同じぐらいかやや上回りました。

（３）自尊感情の育成と学級経営

自分の役割や存在に確信をもち、主体性や

社会性を発揮できる児童を育てることが本校

の教育課題です。こうしたことを踏まえ平成2

3年度より学校教育課題を「主体性と社会性の

基盤となる自尊感情の育成」とし、年2回の「自

尊感情調査」をもとに一人一人の児童の自尊

感情の実態を明らかにし、学校教育全体で取

り組んできました。

平成24年度からは、自尊感情の育成にあた

って児童と教師、児童相互の関係性が大きな

ポイントとなることから特に学級経営に焦点

を当てて取り組んでいます。

（４）ぬくもりのある学級とは

自尊感情の育成と学級経営の充実は相互に

影響し合っています。こうしたことを基盤と

しながら、「ぬくもりのある学級」を「集団の

中で自分を感じ、他の児童を感じることが出

来る学級」と位置付け、自尊感情を育むこと

が出来る学級として捉えています。

学級では児童相互にその良さに気付かせ、

仲間の良さを述べたり改善点を話し合ったり

する活動を通して信頼関係を築くことで自尊

感情を育てるとともに、自治能力や社会性を

身に付けさせたいと考えています。

２．研究仮説

学級活動を通して自治的な集団を目指し

た個への指導を行えば、自尊感情や仲間

への信頼が高まり、ぬくもりのある学級

をつくる児童を育成することができる。

３．研究内容

【研究内容①】指導計画の工夫

（１）発達段階に応じた「中心となる活動や

主な行事」の設定

低学年自分や仲間の良さに気づく活動

中学年仲間と協力して活動し、お互いの良

さを認め合う活動

高学年学校や学年のために力を発揮し喜び

を感じる活動

（２）意識の変容と手立てを明記した学級経

営案や題材指導計画の作成

・学級目標達成に向けた意識の変容を予想し

て記す。

・学級経営案と題材指導計画、教室掲示との

整合性を確認する。

【研究内容②】話合い活動の工夫

（１）必然性のある議題の設定

・児童が話し合いたい解決したいと願う困り

感や意識のずれのある議題を設定する。

（２）学級目標を達成しようとする意識を高

め、お互いの気持ちに共感する話合い

にするための手立て

・事前に、議題に対する意識調査を行う。

・話合いの進め方を司会者と事前に打ち合わ

せる。

（３）教師の出場

・自尊感情アンケートの結果を意識した助言

をし、学級目標に照らして価値の高い意見

を価値付ける。
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生徒が主体となって学ぶ授業の創造 ～根拠をもって思考・判断し、表現できる生徒をめざして～

多治見市立南ヶ丘中学校

１ 主題設定の理由

本校は、昨年度より多治見市教育課題研究

指定校として、研究を進めてきました。

多治見市の教育課題は「一人一人が自己充
実感をもつ学習指導」です。一人一人が｢でき
るようになった。わかった。｣という実感がも
てるような授業を工夫し、実践を積み重ねて
いくことが大切であると考えました。

本校の生徒は、学習規律を守り、落ち着い
て授業に臨むことができます。また、課題に
対して自分なりの根拠を明らかにしつつ、自
分の考えをもつこともできています。反面、
身につけたことを積極的に活用し、表現して
いこうとするところに苦手意識を持っている
生徒が多くいると感じています。

そこで、主体的に生徒が取り組めるような
授業や活動の工夫をすることで、できるよう
になったという実感をもち、根拠をもって自
己の考えを表現できるようにしたいと考えま
した。本校では、そんな生徒の姿を求めて、
主題を設定ました。

２ 願う生徒の姿

研究主題と生徒の実態から、めざす生徒の

姿を次のようにイメージしました。

(１)基礎的・基本的な学習事項の定着に努

め、仲間とともに課題解決する生徒

(２)既習事項の習得を積み重ね、それを足

場として様々な場面で活用する生徒

(３)自分の考えに対する根拠をもって、思

考・判断したことを表現する生徒

３ 研究仮説

基礎的・基本的な学習事項を習得・活用

させ、学習集団と学習環境の向上の工夫を

行い、さらに教師自身の指導力を高める取

組を行えば、主体的に学び、根拠をもって

思考・判断したことを表現する生徒を育て

ることができる。

「授業改善」「学習集団と学習環境の向上」

｢教師の指導力向上｣という３点を研究内容と

し、実践を進めています。

４ 研究内容

研究仮説を受け、（１）から（３）の研究内

容を設定しました。特に（３）については、

あえて研究内容にする必要はないのではとい

う意見もありました。しかし、教師として自

らの指導力を見直し、さらに向上させていく

必要があると考え、研究内容として位置付け

ることにしました。

(１)学習活動の工夫

ア 基礎的・基本的な学習事項の定着・習得と
活用を位置づけた指導過程の工夫
・生徒の実態把握と綿密な教材分析を行

い、つけたい力を明確にして単元や本

時を構成していきます。

イ 根拠をもって思考・判断し、表現するための

指導の工夫

・生徒の意識の変化をイメージし、単元や

本時を見通した「表現する場」を設定し

ていきます。また、授業終末における生

徒の意識も明確にイメージできるように

します。

(２)主体的に学ぶ学習集団と学習環境の向上

・学級目標を達成するために、授業でめざ

す姿を設定し、期毎に学習目標の設定し

ていきます。さらに「こだわりの授業」

「最高の授業」の取組を通して、生徒の

主体性を生かした授業を目指します。

・学習目標達成のための継続的な取組を行

い、教科係が活躍できるような場を位置

づけていきます。英語と数学における少

人数指導を充実させていきます。

(３)教師の指導力の向上(ユニバーサルデザ

インの授業づくり)

・教師の話す言葉を録音し、文字起こしを

することで、適切な教師の話し方を吟味

していきます。

・本時のねらいを明確にし、活動内容で終

わらない課題設定を工夫していきます。

・基礎的・基本的な学習事項の定着や思考

判断の足場とするため、理解を深めるた

めの板書計画を作成します。

・誰がどんな考えを持っているのか、また

課題追究につながる意見の把握を行うた

めに、机列表を活用していきます。
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得意セミナー（児童生徒向け）開講

今年度も夏休みに、児童生徒向けに得意セ

ミナーを全１４講座開講しました。ほとんど

の講座で市内の先生が講師となり、これまで

培ってきた優れた教育実践や得意分野をもと

に講義をしていただきました。

紙面の関係上、行われた講座の中からいく

つかの講座を紹介します。

○親子でサイエンス

小泉中学校で行

われました。４０

名を超える参加者

でした。２教室に

分かれて、圧力・

物質の状態変化・

エネルギー変換や

光の屈折の実験を交代で行いました。みんな

が楽しみながら実験をしていました。

○多治見再発見！～勾玉づくり・多治見文化

財めぐり～

喜多緑地公園に

て、滑石を切った

り削ったりして勾

玉を作成する体験

を行いました。そ

の後、美濃焼ミュ

ージアムに移動し、

美濃焼の歴史について学びました。また西浦

庭園や多治見国長居住跡を見学しました。「は

じめて勾玉を作り昔の人たちのたいへんさが

わかった。」や「多治見に住んでいてもなかな

か知らない美濃焼のことが分かった。」などの

感想がありました。

○跳び箱にチャレンジしよう！

跳び箱が苦手だけれどもできるようになり

たい子どもたちが集まり、開脚跳びを練習を

しました。腕で体を支える練習をするなど、

コツを学びました。「学校ではできなかった５

段が跳べたので嬉

しかった。もっと

やりたい。」などの

喜びの声が多くあ

りました。

○給食メニューをつくってみよう！

池田小学校の

調理場をお借り

して給食メニュ

ーと同じものを

つくる体験をし

ました。まずは、

清潔な身なりを

して、手洗いの

仕方を学びました。それから、大きな釜とし

ゃもじで焼きそばをつくる体験をしたり、餃

子の皮包みをしたり、にんじんサラダ作りを

したりしました。「本当の調理員になったみた

いだね。」や「こんな大変なのだから、給食を

残さず食べよう。」という感想がありました。

○算数セミナー

算数が好きな子どもたちが集まりました。

まずは、算数ビンゴをやり、難しい問題でも

ねばり強く解いていました。また、タングラ

ムでは、少しの工夫でいろいろな形が作れる

ことを体験しまし

た。最後に、メビ

ウスの輪のことを

学びその不思議さ

に 驚 い て い ま し

た。「学校で習っ

ている算数がこん

な面白いものだと思わなかった。」や「楽しか

ったので、家の人ともやりたい。」と楽しく学

ぶ姿がありました。

この他に次のような講座を行いました。

・親子で体験 野焼き教室

・書道コンクールにチャレンジしよう

・夏の理科研究の始め方、進め方、まとめ方

・将棋講座（初級・中級）

・パソコンを使ってオリジナルカレンダーと

名刺の作成

・ポスターを描いてコンクールに挑戦

・あれ？スラスラ書けたよ読書感想文

・読み聞かせからひとり読みへ

子どもたちは自分の興味関心のある講座に

挑戦しました。普段はなかなかできないこと

を、体験を通して楽しく学ぶことができまし

た。

得意セミナー
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第１４回多治見市中学校連合生徒会

今年も教員のスキルアップを目指した教師 ○「道徳の時間」の基本
塾セミナーが開講されました。今年は、全部 道徳では、発問をどうしたらよいか迷ってし
で１８講座開講されました。 まいます。今回のセミナーで学んだ「共感的活
【受講生の声】 用」とう基本的な発問の仕方から実践してみよ
○クラスづくりに役立つファシリテーション うと思いました。また、展開の後段で十分な時

ゲーム 間を確保するためには、導入でねらいとする価
楽しいゲームを通して気付きの多い内容で、値につながる交流が短時間でできるように工夫

すぐに学級でも使わせてもらいたいと思いま したいと思いました。
した。子どもたちの自尊感情を高めることを ○学校の授業で活かせる公共図書館の使い方
自分のテーマにしています。ただ、ほめるた 閉架見学、点字の絵本、ポプラディアを使っ
り認めたりするだけでなく自分や友達のリー ての調べ学習などたいへん勉強になりました。
ダーシップに気付くことでより自分の大切さ 特に学校への団体貸出の仕方が分かったのでぜ
が実感できるのではないかと思いました。 ひ学校で紹介し、活用したいと思いました。
○通常学級における特別でない特別支援 ○ムービーメーカーを活用した画像編集

ＵＤ化を進めるための１・２・３ 今回初めてムービ
授業のＵＤ化とは、すべての子にわかる授 ーメーカーを使って

業をすることであることを知りました。その みて、画像の編集が
ための授業づくりの工夫がいくつも紹介され 思っていたよりも簡
ました。提示のスモールステップ化、違う角 単にできてしまうこ
度からのアプローチ、道具を選ぶというアプ とを知って驚きまし
ローチなど。学級の児童の顔を思い浮かべな た。学校の様子を編
がら、こんな工夫をしてみようと思えました。 集して、保護者会で
○子どもの運動能力を高める動き 見せることで、子ど

子どもにとって何が必要なのか、子どもの もの様子を分かりやすく伝えたいと思います。
発達段階に合わせた遊びの工夫を学ぶことが
できました。幼稚園でも今日学んだ遊びとい 受講された先生方はみなさん熱心に取り組ま
くつかの視点（前後、左右）をぜひ取り入れ れました。自分から質問をする先生や何度もや
ていこうと思います。 ってみる先生もみえました。

教師塾セミナー（教師向け）開講

今回の連合生徒会は８月８日（木）に北陵中 このように、他校の実践のよさを見つけること
学校で行われました。 で、今後の自校の実践に生かせることを見いだ

第１部の議題は「生 していました。
徒の心を育てていく 第２部は、議題「多治見市中学校宣言を振り
ためのＣＰ（キャン 返って」について話し合いました。各校の実態
ペーン）後の姿を意 を話し合ったところ８校中７校が「出会った人
識した活動の工夫」 に明るく笑顔であいさつ」があまりできていな
で話し合いました。 いという課題が残りました。これから、各校で
前回の連合生徒会に あいさつについて取り組むことが確認されまし
おいて、ＣＰをした た。次回の連合生徒会では「あいさつ」の取り
ときには全校の姿が向上するが、ＣＰが終わ 組みについて話し合うことになりました。
るとまた元の姿に戻ってしまい積み上がって 今回の連合生徒会では、議長校の北陵中学校
いかないところに課題があることが確認され は、準備から片づけまで気持ちよく活動してい
ました。そこで、今回は各校の実践を交流し ました。また、司会進行の仕方をよく考えしっ
て、ＣＰ後もＣＰで高まった姿が継続する方 かりと準備を行っていました。そのため、多く
法を話し合いました。 の意見を取り上げることができ、まとめること

各校の交流をした後の話し合いでは、次の もできました。また、
ような意見がでました。他学年と交流するこ 各校の事前の準備が
とで、互いに学び合う異学年とのつながりを よくなされており、
つくることがよいのではないか。また、ＣＰ 自信ある発表が多く
が終わったら終わるのではなく、常時活動化 見られました。今後
させると意識が継続するのではないか。さら の活動につながる実
に、ＣＰの課題を学級で話し合うなど、学級 りある連合生徒会に
が主体で取り組むことが大切なのではないか。なりました。

連合生徒会と教師塾セミナー
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第２回 市初任者研修
防災訓練研修

７月３０日（火）に、第２回多治見市初任

者研修を実施しました。

今回の研修のねらいは、多治見市の安全・

防災についての取組を理解するとともに、訓

練、視察をを通して災害時に対応できる知識

・技能を身に付けることでした。

当日は、昭和小学校を会場にお借りし、防

災講話、防災倉庫資機材運営訓練、炊き出し

訓練、DIG（災害図上訓練）を行いました。そ

の後、バスで市内の災害箇所を視察しました。

防災講話では、市役所企画防災課の方から、

近年の市内における災害状況を教えていただ

きました。平成２２、２３年度に多治見市で

起こった豪雨災害では、大人の胸あたりまで

浸水したことや道路が崩れたことを知りまし

た。

また、東日本大震災や阪神･淡路大震災の被

害や避難の様子、多治見市の施策についても

教えていただきました。「災害（結果）は危険

（誘因）が脆弱性（弱点）と出会うことで起

こる」と言われているそうです。自然災害は

起きるが被害につなげないことです。

そのために、教員として大切なことは、以

下の２点だと教えていただきました。

①災害に対する正しい知識をもち、児童生徒

を守るための能力を身に付ける

②身の危険を察知し、自らの命を守ることが

できる児童生徒を育てる

防災倉庫資機材運営訓練・炊き出し訓練で

は、南消防署や女性防火クラブの方にご協力

いただきました。防災倉庫には、どんな資機

材 が あ る

の か を 確

認 し た 後

に 、 簡 易

ト イ レ を

設 置 し ま

した。

炊 き 出

し 訓 練 で

は、炊飯袋（ハイゼックス）を使って、米を

炊く方法を学びました。

このように、実際に体験することで、いざ

というときに行動することができるようにな

ると思います。

午後からは、DIG（災害図上訓練）を行いま

した。DIGとは、地域で大きな災害が発生する

事態を想定し、地図上に危険が予測される地

帯や事態を書き込んでいく訓練です。こうし

て地域を知ることで、災害に対する意識を高

め、避難方法などの対応を考えることにつな

がります。

今回は、昭和小学校区を想定して行いまし

た。初任者の先生方は、３つのグループに分

かれ、地図上で、線路、川、狭い道路などを

色分けして、地域の特徴や想定される災害を

話し合いました。

講師の先

生から与え

られた課題

に対して、

「この場所

で大雨が降

ったら…」

「避難場所

に動くより

家で待った方が安全ではないか…」

「この道を通って避難すると、川が近くにあ

って危険ではないか、こっちへ避難する方が

安全ではないか…」と、みんなで意見を出し

合っていました。

最後に、市内災害場所を視察しました。平

和町では、約１６０㎝も浸水した現場に立つ

ことで、自然災害の恐ろしさを感じることが

できました。

企画防災課の方からは「災害で命をなくさ

ないこと」を何回も言われました。そして「災

害が起きても昨日と同じ生活ができる備えを

すること」の大切さも言われました。

初任者の感想には「災害に対して正しい知

識を持ち、判断力や行動力を身につけるとい

うことを教えていただきました。まだ多治見

に来て間もないから…といった理由でどんな

地形なのか把握していませんでしたが、せめ

て自分の小学校区の地形の特徴はきちんと理

解し、知識を持っておく必要があると感じま

した。」とありました。

『自分の命を自分で守る子』を育てるため

に、教師として何をするべきか一人一人が考

える研修となりました。
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教師として歩みはじめて③
「全力でやりきる」 「走り続けた４ヶ月」
精華小学校 伊藤 瞳 笠原中学校 原田 和樹

教師として歩み出して 小学生のときからの
４ヶ月が経ちました。何 夢であった教師になっ
もかもが初めての経験ば て、４ヶ月が過ぎまし
かりで楽しい反面、多く た。４月から教師とし
の困難もありました。 て歩んできたというよ

毎日の授業準備、学級 りは、走り続けた４ヶ
経営など、大変目まぐるしく、気がつくと 月でした。担任ということもあり、どうし
帰りの会が終わっていたこともありまし てよいかわからず不安だったり、授業が思
た。しかし、「ひとみ先生！」と元気よく うようにいかなかったりと悔しい思いをた
声をかけてくれる子どもたちの姿、「わか くさんしました。
った！」と目をきらきらさせて手を挙げる しかし、そんな中、先輩の先生方が快く
子どもたちの姿を見ると、私もうれしくな 相談にのってくださり、たくさんのアドバ
ります。そして再び「子どもたちのために イスをしてくださいました。また、学校に
全力でがんばらなければ！」と思う事がで くると出会える生徒の笑顔にも支えられて、
きます。このように子どもたちに充電させ 私も笑顔で元気に過ごせています。
てもらう毎日です。また、私がこうしてい 私の教師としての道はまだまだ始まった
られるのも、温かい目で見守ってくださる ばかりです。自分にできることを精一杯や
保護者の方々、指導をしてくださる先生方 りきり、支えてくださる周りの方に感謝し
に支えられているからだと感じています。 ながら、毎日を笑顔で元気に過ごしていき、
子どもたちに寄り添い、子どもたちと共に 一歩一歩成長していきたいです。
成長しながら、全力で何事にも取り組んで
いけるように努力していきたいです。

「充実した毎日」 「教師としての決意」
滝呂小学校 佐藤 理惠 小泉中学校 原 博一

４月から教員としての ずっとなりたいと思
生活をスタートさせ、あ ってきた教師という職
っという間に４ヶ月が経 業に就くことができ、
ったなと感じています。 ４ヶ月がたちました。
この間は何もかもが初め ２年生の担任として教
ての経験で、戸惑いや不 壇に立たせていただき
安が多くありました。し ましたが、生徒の思いを理解することがなか

かし、子どもたちが静かに話を聞こうとす なかできなかったり、授業がうまくいかなか
る姿、元気よくあいさつをする姿、手をぴ ったりと、順調とは言えない日々もありまし
んっと挙げて「先生あてて！」と言わんば た。そんな日々の中でも、自分の役割を一生
かりのキラキラした目で私を見てくる姿な 懸命にやろうとする生徒の姿を見たり、真剣
ど、日々成長し頑張っている子どもたちの に語った思いを理解しようとして聞いてくれ
姿を見るたびに、戸惑いも不安も自然と笑 たりする生徒の姿に励まされ、これから頑張
顔に変わり、楽しく充実した毎日を過ごす ろうと思うことができました。また、職場の
ことができました。また、初任者の私に優 先生方に温かい言葉や時には厳しい言葉をか
しく親切に指導して下さる周りの先生方に けて頂き、自分のことを気にかけてくださっ
も支えられ、私自身多くのことを学んだ４ ていることに感謝し、自分の力にしていかな
ヶ月でもありました。 ければならないと感じています。４月から今

あっという間の４ヶ月でしたが、まだ始 までの自分のやり方をしっかり反省し、これ
まったばかりです。これからも学ぶ姿勢を から生徒に力をつけるために頑張っていきた
忘れることなく、日々努力し成長していき いです。
たいです。

初任者の先生の紹介
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教師として歩みはじめて④
「全力でやりきる一年」 「子どもとともに」
昭和小学校 加藤 哲也 養正小学校 山村 一翔

昭和小学校に赴任して 大学を卒業すると同時
５ヶ月が過ぎました。子 に教師としての生活が始
どもたちの生活を見てい まりました。初任者とし
ると、前より係の仕事が て、とにかく謙虚に自分
できるようになっている から学ぶ姿勢を大切にし

なぁ、友達が言われてうれしい声かけがで てきました。４月当初、何もわからなかっ
きているなぁと成長を感じる場面がたくさ た私が今まで頑張ってこられたのも、校内
んあります。授業を行う中でも「わかった！ の先生方や保護者の方々、そして何よりも、
できた！」という成長を実感できる言葉を 「先生」と呼んでくれる子どもたちのおか
聞くと、とてもうれしい気持ちになります。げです。本当にたくさんの人に支えられて

今は子どもたちとの授業以外での時間も 私は先生をしているのだと改めて思いまし
大切にしています。休み時間には一緒にた た。
くさん遊び、話をすることで「この子はこ 教員になって半年、私が大切にしてきた
んなことが得意なんだ」などの発見があり ことは子どもの前で正直でいることです。
ます。 うれしいときはその思いを伝え、嫌な思い

クラスでは「全力」という学級目標を掲 をしたときには素直に嫌だと気持ちを話し
げてがんばっています。子どもたちはもち ました。そうすることで、子どもたちとの
ろん自分自身も全力を注いでいき、一緒に 信頼関係を少しずつ築けてこられたのでは
成長していきたいです。 ないかと思っています。私は今後も、子ど

もたちと素直に、正直に関わり、自分自身
も子どもたちとともに成長し続けたいと思
います。

「子どもと共に過ごした４カ月」 「子どもたちから学ぶこと」
北栄小学校 佐伯 実穂 北栄小学校 種田 彩子

不安と期待な気持ちでスタ 教師としてスタートをきっ
ートして４カ月が経ちまし て４カ月。本当にあっという
た。先を見通すことができず、 間の４ヶ月でした。毎朝，教
日々ひたすら突っ走ってきた 室に入ると聞こえる「おはよ
ように思います。そのような うございます。」と「先生！」
中で、楽しいことや嬉しいこ の声。同じ毎日の繰り返しの
とがたくさんありました。朝 ように感じますが，1日として

の元気いっぱいの「おはようございます。」や 同じ日はなく，毎日が充実しています。その中
昼休みの「一緒にあそぼうよ。」帰りは、教室 で，子どもたちの表情や日々の姿も毎日変化し，
を出る前に立ち止まって「先生、さようなら。」そのきらりと光る姿を見つけられた時は，とて
など、いつも力いっぱいの子ども達と過ごす も温かい気持ちになります。
ことができることに喜びを感じます。困って ある教科に苦手意識があり，授業でいつも少
いる友達に優しい言葉をかける姿や、誘い合 し浮かない表情をしていた子。しかし，ある日
って仲良く遊ぶ姿など、子ども同士の姿を見 の授業で，きらきらした目と明るい表情でこち
てあたたかい気持ちになります。 らを見つめ，授業に臨んでいました。授業後，

また、分からないことや困ったことがある 「なんか今日の２時間目はおれ，わかった。」
と、親身になってアドバイスをくださる先生 と嬉しそうに言いながら，赤白帽子をつかみ，
方に感謝の気持ちでいっぱいです。そして様 教室を出て行きました。とても嬉しい瞬間でし
々な場面で先生方のようになりたいと憧れを た。これからたくさんの授業をしていく中で，
いだきます。感謝の気持ちを忘れず、私も子 子どもたちが“わかった！”という喜びを多く
ども達と一緒に大きく成長する１年にしてい 感じ，“僕，私ってすごい”と思えるような授
きたいです。 業を目指していきたいと思います。

初任者の先生の紹介


